
修正条文

今期検討 次期検討

(前文)
小牧市議会は、市長その他の執行機関とけん制及び調和の関
係を保ち、市民の負託に応えるために、行政運営状況の監
視、政策の提言を行うという本来の議会の役割に加え、地方
分権時代にふさわしいあるべき議会を目指し、これまで議会
の活性化や議会改革に積極的に取り組んできました。小牧市
議会は、二元代表制のもとでの議会及び議員のあり方を明確
に示すとともに、更に議会改革を進め、より透明性の高い市
民にわかりやすい議会運営に努めながら、小牧市民憲章に掲
げる理想のまちを目指し、市民福祉の向上と更なる市政の発
展に寄与することを決意し、ここに、この条例を制定しま
す。

自治体における議会の存
在意義や重要性の確認が
コンパクトにまとめられて
いる。

〇

(前文)
小牧市議会は、市長その他の執行機関とけん制及び調和の関係を保ち、市民の
負託に応えるために、行政運営状況の監視、政策の提言を行うという本来の議
会の役割に加え、地方分権時代にふさわしいあるべき議会を目指し、これまで
議会の活性化や議会改革に積極的に取り組んできました。小牧市議会は、二元
代表制のもとでの議会及び議員のあり方を明確に示すとともに、更に議会改革
を進め、より透明性の高い市民にわかりやすい議会運営に努めながら、小牧市
民憲章に掲げる理想のまちを目指し、市民福祉の向上と更なる市政の発展に寄
与することを決意し、ここに、この条例を制定します。

第１章　総則 第１章　総則
（目的）
第１条　この条例は、地方自治の本旨に基づき、小牧市議会
（以下「議会」といいます。）の基本理念を明らかにすると
ともに、議会及び小牧市議会議員（以下「議員」といいま
す。）の活動原則、議会運営の原則、市民と議会との関係、
市長その他の執行機関（以下「市長等」といいます。）と議
会との関係その他の議会に関する基本的事項を定めることを
目的とします。

章ごとに内容が羅列がされ
ており、現状は問題ないが、
全体を検討した結果、項目に
追加等があれば、それに合
わせて修正が必要となる。

〇

（目的）
第１条　この条例は、地方自治の本旨に基づき、小牧市議会（以下「議会」と
いいます。）の基本理念を明らかにするとともに、議会及び小牧市議会議員
（以下「議員」といいます。）の活動原則、議会運営の原則、市民と議会との
関係、市長その他の執行機関（以下「市長等」といいます。）と議会との関係
その他の議会に関する基本的事項を定めることを目的とします。

（基本理念）
第２条　議会は、二元代表制のもと、市民の意向を市政に反
映させるため、議論を尽くし、市政における唯一の議決機関
として、公正な判断をすることによって、真の地方自治の実
現を目指すものとします 議会における最高規範であ

ることの位置づけの項目が
必要である。

この条例の位置づけにつ
いて、第９章「最高規範性」
として新たに章を設けて記
載する

△

（基本理念）
第２条　議会は、二元代表制のもと、市民の意向を市政に反映させるため、議
論を尽くし、市政における唯一の議決機関として、公正な判断をすることに
よって、真の地方自治の実現を目指すものとします

　　　　　　　　　　　　　　小牧市議会基本条例検証　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

条文 課題
具体策

評価
別 紙

　【評価】　〇 ＝ 現状のままでよい　　△ ＝ 一部見直す必要がある　　× ＝　全部見直す必要がある



修正条文

今期検討 次期検討

第２章　議会及び議員の活動の原則 第２章　議会及び議員の活動の原則

（議会活動の原則） （議会活動の原則）

第３条 議会は、次に掲げる原則に基づき活動するものとし
ます。

- 第３条　議会は、次に掲げる原則に基づき活動するものとします。

(1) 情報の公開を積極的に図るとともに、市民が参加しやす
い開かれた議会運営を行うこと。

〇
(1) 情報の公開を積極的に図るとともに、市民が参加しやすい開かれた議会運
営を行うこと。

(2) 市民の意向を的確に把握し、市政及び議会活動に反映す
ること。

〇 (2) 市民の意向を的確に把握し、市政及び議会活動に反映すること。

(3) 市長等の行政運営状況の監視を適切に行うこと。 〇 (3) 市長等の行政運営状況の監視を適切に行うこと。

(4) 提出された議案の審議、審査を行うほか、政策立案及び
政策提言に積極的に取り組むこと。

〇
(4) 提出された議案の審議、審査を行うほか、政策立案及び政策提言に積極的
に取り組むこと。

(5) 言論の府（議会が、議員間における自由かつ充実した討
議の場であることをいいます。以下同じです。）及び合議制
の機関（議会は、複数の人の合議によって事を決定する機関
であることをいいます。以下同じです。）として、議員間の
自由な討議を尊重し、議会全体の合意形成を目指すこと。

第5条第2項にも、同様の記
載がある。

議会についての項目のた
め、こちらに記載し、第５条
第２項は、削除する。

予算決算全体会に
おいての委員間の
意見交換会は、現
状に合った形で進
行を見直すこと。

△

(5) 言論の府（議会が、議員間における自由かつ充実した討議の場であること
をいいます。以下同じです。）及び合議制の機関（議会は、複数の人の合議に
よって事を決定する機関であることをいいます。以下同じです。）として、議
員間の自由な討議を尊重し、議会全体の合意形成を目指すこと。

(6) 議会改革を継続的に推進すること。 〇 (6) 議会改革を継続的に推進すること。

（議会運営の原則） （議会運営の原則）

第４条 議会は、合議制の機関として活発な討議の上で合意
形成を目指す中で、多数意見だけでなく少数意見も尊重しな
がら、円滑かつ効率的な議会運営を行うものとします。

全議員の合意がとれていな
い。

多数意見だけでなく少数意
見も尊重しながら、議会運
営を行っており、議会とし
てすでに取り組んでいるこ
とから、削除とする。

×
第４条 議会は、多数決を原則とするが、合議制の機関として活発な討議の上
で合意形成を目指す中で、多数意見だけでなく少数意見も尊重しながら、円滑
かつ効率的な議会運営を行うものとします。

２ 小牧市議会議長（以下「議長」といいます。）は、中立
公正に職務を遂行するとともに、民主的かつ効率的な議会運
営を行うものとします。

〇
第４条 小牧市議会議長（以下「議長」といいます。）は、中立公正に職務を
遂行するとともに、民主的かつ効率的な議会運営を行うものとします。

（議員活動の原則） （議員活動の原則）

第５条 議員は、次に掲げる原則に基づき活動するものとし
ます。

- 第５条　議員は、次に掲げる原則に基づき活動するものとします。

(1) 市民の多様な意見を的確に把握し、市民全体の福祉の向
上を目指して活動すること。

〇
(1) 市民の多様な意見を的確に把握し、市民全体の福祉の向上を目指して活動
すること。

(2) 言論の府及び合議制の機関である議会を構成する一員と
して、議員間の自由な討議を積極的に推進すること。

第3条第5項にも、同様の記
載がある。

議会としての活動を指すた
め、削除する。

×
(2) 言論の府及び合議制の機関である議会を構成する一員として、議員間の自
由な討議を積極的に推進すること。

(3) 自らの資質の向上のため、日常の調査、研修等自己研さ
んに努めること。

〇
(3) （2）自らの資質の向上のため、日常の調査、研修等自己研さんに努める
こと。

第３章　市民と議会との関係 第３章　市民と議会との関係

（市民参加及び市民との連携） （市民参加及び市民との連携）

第６条 議会は、市民が議会の活動に参加する機会を確保す
るものとします。

〇 第６条　議会は、市民が議会の活動に参加する機会を確保するものとします。
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　【評価】　〇 ＝ 現状のままでよい　　△ ＝ 一部見直す必要がある　　× ＝　全部見直す必要がある



修正条文

今期検討 次期検討
条文 課題

具体策
評価

２ 議会は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下
「法」といいます。）第１１５条の２第１項の規定に基づく
公聴会制度及び同条第２項の規定に基づく参考人制度を活用
し、市民の意思を議会の審議に反映するよう努めるものとし
ます。

〇

２ 議会は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」といいま
す。）第１１５条の２第１項の規定に基づく公聴会制度及び同条第２項の規定
に基づく参考人制度を活用し、市民の意思を議会の審議に反映するよう努める
ものとします。

３ 議会は、市民との意見交換の場を多様に設け、議員の政
策立案及び提案能力の強化に努めるものとします。

議会についてではなく、議員
についての記載となっている
ため、議会の体制の項目が
必要である。

・条文を議会の体制につい
て記載し、修正する必要が
ある。

△

３ 議会は、市民との意見交換の場を多様に設け、議員の政策立案及び提案能
力の強化に努めるものとします。
市民の多様な意見を把握し、政策立案及び政策提言に適切に反映させるもの

とします。

（情報公開の推進） （情報公開の推進）

第７条 議会は、会議及び委員会を原則公開とし、市民に対
して説明責任を果たすとともに、開かれた議会運営に資する
ため、積極的に情報公開に努めるものとします。

〇
第７条 議会は、会議及び委員会を原則公開とし、市民に対して説明責任を果
たすとともに、開かれた議会運営に資するため、積極的に情報公開に努めるも
のとします。

（議会報告の実施） 報告会がメインになっている 広い活動の表記に変更 △ （議会報告の実施広報活動等の充実）

第８条 議会は、議会報告会、議会だより等多様な手段を用
いて、広報活動の充実に努めるものとします。

現状に合わせた条文とする
必要がある

条文をホームページや懇
談会など、様々な活動を含
む内容に修正する必要が
ある。

△

第８条 議会は、議会報告会、議会だより等多様な手段を用いて、広報活動の
充実に努めるものとします。
市民に開かれた議会を実現するため、情報通信技術の活用その他の多様な手

段を活用することにより、広報活動及び広聴活動の充実に努めるものとしま
す。

　【評価】　〇 ＝ 現状のままでよい　　△ ＝ 一部見直す必要がある　　× ＝　全部見直す必要がある



修正条文

今期検討 次期検討

第４章　市長等と議会との関係 第４章　市長等と議会との関係
（市長等との関係の基本原則） （市長等との関係の基本原則）

第９条 議会は、二元代表制のもと、議会審議における市
長等との相互のけん制と調和の関係を保つものとします。

〇
第９条 議会は、二元代表制のもと、議会審議における市長等との相互のけ
ん制と調和の関係を保つものとします。

２ 議会は、公正に、適切に及び効率的に行政運営される
よう監視するものとします。

〇
２ 議会は、公正に、適切に及び効率的に行政運営されるよう監視するもの
とします。

（議会への政策等の説明要求） （議会への政策等の説明要求）

第１０条 議会は、市政における重要な計画、政策及び課
題について、市長等に対し必要な情報を明らかにするよう
求めることができます。

〇
第１０条 議会は、市政における重要な計画、政策及び課題について、市長
等に対し必要な情報を明らかにするよう求めることができます。

（議決事件） （議決事件）

第１１条 議会は、市民の視点に立った透明性の高い市政
の運営に資するため、特に重要な事件について、法第９６
条第２項の規定に基づき、別に条例で定めるものとしま
す。

「小牧市議会の議決すべき事
件を定める条例」において、
「市民憲章」「都市宣言」の制
定、変更または廃止しか定め
ていない。

「基本条例」については、こ
のままとするが、「小牧市
議会の議決すべき事件を
定める条例」については、
時間をかけて精査したほう
がよい。

「小牧市議会の議
決すべき事件を定
める条例」について
は、真に必要な議
決事件について、
検討する必要があ
る。

△
第１１条 議会は、市民の視点に立った透明性の高い市政の運営に資するた
め、特に重要な事件について、法第９６条第２項の規定に基づき、別に条例
で定めるものとします。

（市長等の議員への反問） （市長等の議員への反問）

第１２条 市長等は、会議や委員会における議員の質問及
び質疑に対し、議長又は委員長の許可を得て、反問するこ
とができます。

〇
第１２条 市長等は、会議や委員会における議員の質問及び質疑に対し、議
長又は委員長の許可を得て、反問することができます。

第５章　議員の政治倫理 第５章　議員の政治倫理
第１３条 議員は、市民から負託された市民の代表として
の責任を有することを自覚し、公正、誠実及び清廉を基本
として、政治倫理の向上と確立に努めなければなりませ
ん。

〇
第１３条 議員は、市民から負託された市民の代表としての責任を有するこ
とを自覚し、公正、誠実及び清廉を基本として、政治倫理の向上と確立に努
めなければなりません。

２ 議員の政治倫理に関しては、別に条例で定めるものと
します。

令和４年度に小牧市議会
議員政治倫理条例を見直
しをしており、このままとす
る。

〇 ２　議員の政治倫理に関しては、別に条例で定めるものとします。

　　　　　　　　　　　　　　小牧市議会基本条例検証　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

条文 課題
具体策

評価 別 紙



修正条文

今期検討 次期検討

第６章　会派及び政務活動費 第６章　会派及び政務活動費
（会派） （会派）

第１４条 議員は、議会活動を行うため、会派を結成するこ
とができます。

〇 第１４条　議員は、議会活動を行うため、会派を結成することができます。

２ 会派は、基本的な理念、政策等が一致する議員で構成す
るものとします。

〇 ２　会派は、基本的な理念、政策等が一致する議員で構成するものとします。

３ 会派に属する議員は、政策の立案、提言、決定等に関
し、会派内において調整を行い、合意形成に努めるものとし
ます。

〇
３ 会派に属する議員は、政策の立案、提言、決定等に関し、会派内において
調整を行い、合意形成に努めるものとします。

（政務活動費）  （政務活動費）

第１５条 会派及び会派に属さない議員（以下「会派等」と
いいます。）は、小牧市議会政務活動費の交付に関する条例
（平成１３年小牧市条例第１号）の規定に基づく政務活動費
を有効に活用し、市政に関する調査研究その他の活動を積極
的に行うものとします。

〇

第１５条 会派及び会派に属さない議員（以下「会派等」といいます。）は、
小牧市議会政務活動費の交付に関する条例（平成１３年小牧市条例第１号）の
規定に基づく政務活動費を有効に活用し、市政に関する調査研究その他の活動
を積極的に行うものとします。

２ 会派等は、政務活動費の適正な執行に努め、その使途に
ついては、市民に対して説明責任を負うものとします。

　 　 　 〇
２ 会派等は、政務活動費の適正な執行に努め、その使途については、市民に
対して説明責任を負うものとします。

３ 会派等は、政務活動費を活用した調査研究その他の活動
の結果について、議長に報告するとともに、議会活動の場で
活かしていきます。

〇
３ 会派等は、政務活動費を活用した調査研究その他の活動の結果について、
議長に報告するとともに、議会活動の場で活かしていきます。

４ 会派等は、政務活動費の透明性を図るため、全ての支出
の証拠を明確に公表するものとします。

〇
４ 会派等は、政務活動費の透明性を図るため、全ての支出の証拠を明確に公
表するものとします。

第７章　議会事務局 第７章　議会事務局
（議会事務局の機能強化等） 　 （議会事務局の機能強化等）

第１６条 議会は、議会活動を円滑かつ効率的に行うため、
議会事務局の調査機能及び法務機能の充実及び強化を図り、
並びに組織体制の整備を図るものとします。

　 〇
第１６条 議会は、議会活動を円滑かつ効率的に行うため、議会事務局の調査
機能及び法務機能の充実及び強化を図り、並びに組織体制の整備を図るものと
します。

第８章　災害への対応 　 　 第８章　災害への対応

第１７条 議会は、小牧市災害対策本部と情報を共有し、市
民生活の安定維持に努めるものとします。

大規模災害発生時の議会の
対応について、明記する必要
がある。

「逐条解説」に記載する。 〇
第１７条 議会は、小牧市災害対策本部と情報を共有し、市民生活の安定維持
に努めるものとします。

２ 議員は、災害対策、人命救助等の知識及び技能の習得に
努めるものとします。

　 〇
２ 議員は、災害対策、人命救助等の知識及び技能の習得に努めるものとしま
す。

第９章　最高規範性

【新規】
条例の位置づけについ
て、新たに章を設けて記載
する。

第１８条 議会は、この条例を議会における最高規範として尊重しなければな
りません。

第９章　見直し手続 　 　 第１０章　見直し手続

第１８条 議会は、この条例の施行後、市民の意見及び社会
情勢の変化等を勘案し、見直しの必要があると認めるとき
は、この条例の規定について検討を加え、適切な措置を講じ
るものとします。

第９章「最高規範性」が新
たに記載されたことによ
り、第１０章へ繰下げる。

〇
第１９条 議会は、この条例の施行後、市民の意見及び社会情勢の変化等を勘
案し、見直しの必要があると認めるときは、この条例の規定について検討を加
え、適切な措置を講じるものとします。

附　則 　 　 附　則
この条例は、平成２７年１０月１日から施行する。 　 〇 この条例は、平成２７年１０月１日から施行する。

附　則
この条例は、令和５年１０月１日から施行する。

　　　　　　　　　　　　　　小牧市議会基本条例検証　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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